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令和６年度第１回子ども・子育て会議 議事録 

 

1.日時 

令和 6 年 7 月 3 日（水）10：00～11：30 

 

2.場所 

和歌山市勤労者総合センター6 階 文化ホール 

 

3.会議次第 

１ 開会 

２ 福祉局長挨拶 

３ 委員紹介 

４ 議題 

（１）部会の設置について 

（２）和歌山市子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査の結果報告について 

（３）和歌山市子供の生活実態調査の結果報告について 

（４）子ども・子育て支援事業計画の見直しについて 

（５）その他 

５ 閉会 

 

4.会議資料 

資料１ 和歌山市子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果報告書（案） 

資料２ 和歌山市子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査結果報告書（案）【概要版】 

資料３ 和歌山市子供の生活実態調査結果報告書（案） 

 資料４ 子ども・子育て支援事業計画の見直しについて 

 資料５ 和歌山市こども計画（仮称）策定スケジュール 

 

5.参考資料 

参考１ 第５次和歌山市長期総合計画（抜粋） 

     各論 分野別目標３ 子供たちがいきいきと育つまち 

 参考２ 子ども・子育て支援法に基づく基本指針の改正案（概要） 

     （第２回子ども子育て支援等分科会（令和５年１０月１２日）資料） 
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司会 

ただいまから令和 6 年度第１回和歌山市子ども・子育て会議を開催いたします。  

よろしくお願いいたします。  

本日の会議は、委員 19 人のうち 16 人の委員の方の出席をいただいておりますので、和 

歌山市子ども・子育て会議条例第 6 条第 3 項の規定に基づき、本会議は成立しております

ことをご報告いたします。 また、議事録作成のために本会議をレコーディングさせてい

ただきますので、ご了承ください。 

なお、本日の会議録につきましては、 後日、各委員に送付させていただくとともに、

会長の承認をいただき、ホームページに掲載いたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

それでは、出席委員の皆様方のご紹介をご十音順で読み上げさせていただきます。  

 

（委員紹介～） 

 

以上が本日の出席委員となります。それでは、福祉局長よりご挨拶申し上げます。 

 

（福祉局長挨拶～） 

 

司会 

今回、計画策定を委託しておりまして、その事業者でもいらっしゃいます株式会社ジャ

パンインターナショナル総合研究所担当の方にお越しいただいてます。 

 

司会 

では、本日の会議資料の確認をお願いいたします。  

 

（資料確認～） 

 

本日の会議は 11 時 30 分終了予定としております。それでは会長、和歌山市子ども子育

て会議条例第 6 条第 2 項に基づき、議事進行のほどよろしくお願いいたします。 

 

会長 

改めまして皆さん、おはようございます。それでは、これより議長を務めさせていただ

きます。 議事進行につきましては、皆様方のご協力をよろしくお願いいたします。 

それでは各次第に基づきまして会議を進めてまいりたいと思います。まず、部会の設置

について事務局から説明をお願いいたします。 
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事務局 

本会議での調査審議事項は、幼児期の学校教育や保育、放課後児童、地域子ども・子育

て支援など多岐にわたっております。それらの事項について、専門的に調査審議する必要

があることから、本会議条例第７条の規定に基づき、２つの部会を設置したいと考えてお

ります。 

 幼児教育・保育に関する事項については、「幼児教育・保育部会」を、放課後児童をは

じめ地域子ども・子育て支援に関する事項については、「放課後児童・地域子育て部会」

の２つの部会です。各部会ごとに会長、副会長の選出をしていくわけですが、 もし事務

局で案がございましたら、ご提案させていただくのはいかがでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

【事務局から提案】 

 

会長 

はい。ただいま事務局から説明、提案をいただきましたが、いかがでしょうか。もし賛

成いただけるようでしたら、拍手をもって賛成とさせていただきたいと思います。 

 

（拍手） 

 

ありがとうございました。それでは、各部会でそれぞれ活発な意見交換ができるように

お願いいたします。  

 今後の部会の開催の案内等につきましては、事務局からご連絡をお願いいたします。  

 では、次の議題に進んでいきたいと思います。議題の 2 番は、和歌山市子ども・子育て

支援事業に関するニーズ調査の結果報告についてです。 事務局から説明をお願いいたし

ます。 

 

【事務局から「和歌山市子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査の結果報告につい

て」について説明】 

 

会長 

ありがとうございました。それでは、今説明をいただきました資料の 1 と 2 につきまし

て、質問ご意見等がありましたらお願いします。 
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委員 

すごい膨大な量ですけども、ありがとうございました。 

ベースとしての質問なんですけども、前回の調査と同じ項目で調査されているというこ

とですが、人口とか地域の人数等は変わっていると思います。そのあたり同じ人数あたり

で調査されているんでしょうか。どういう風に調査対象を抽出するかによって結果は変わ

ってくるのかなと思いますけども、そのあたりどうでしょうか。 

 

事務局 

今回の調査につきましては、各小学校、中学校で学級数のバランスを見ながら、また、

地域に関してもまんべんなく対象となるように調査させていただいております。 

 

委員 

たくさんのアンケート調査、ありがとうございました。  

では、まず 1 つ。ひとり親家庭の方が今回の資料からすると、3％というような形にな

ってるんですが、個人的に調べた限り、2015 年の時点で、全子育て世帯、年齢を区切らず

子育て世帯全体の中のひとり親家庭っていうのが 9％ほどとなっていたので、もし実際、

この就学前の家庭でも 9％ほどひとり親家庭だとしたら、試算でいくと 8 割ほどのひとり

親家庭の方はこのアンケートに答えられてないっていうような形になるのですが、実際、

現在の就学前の家庭におけるひとり親家庭が何パーセントぐらいか、この 3％という数字

は実態に近いのかっていうところを教えていただけたらと思います。 

 

こども家庭課 

未就学児童のひとり親家庭の割合は、出せておりませんが、現在令和 5 年度末時点で、

和歌山市のひとり親家庭の児童扶養手当受給世帯数は、3,364 世帯ございます。人数で

は、児童数とひとり親の数を合わせて、合計 8,434 人となっております。 

ご質問の区分の割合に関しましては、こども家庭課としては、数字を出せておりませ

ん。申し訳ございません。 

 

委員 

質問というかコメントになるんですけども、自分の立場というのが、小児成育医療支援

室という、和歌山市から予算をいただいて、心理士さんと一緒に児童の無料カウンセリン

グを実施しているというものです。そちら、0 歳から 15 歳の方の中で、3 割が中学生で 3

割が小学生、残りの 3 割が就園された幼稚園児、保育園児、そして残りの 1 割が未就園の

0 歳の方々となっておりまして、4 割が就学前という形で、悩み事の低年齢化が進んでい

るというのが僕たちの実感としてあります。  

 今回、子育てに関しての資料 2 の 15 ページにまとめていただいた就学前の親御さんが
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なぜ住み続けたくないと感じるのかっていう理由のところ、 子育て支援等の環境が良く

ないというところが最もピークに来ています。ただ、その内訳を細かく見ていくと、子育

て支援等の環境が良くないとは言いますが、実際的には非常に孤立に関わる項目がいずれ

も高い。子育て支援地域への不満というよりも、まず体の疲れが大きいですとか、パート

ナーが子育てを手伝ってくれないとか、そういった孤立に関わる部分がすごく強く出てい

るように見えます。なので、こういった方々が、地域に不満が具体的にあるというより

も、やはりただただ疲れきっていて誰にも相談できていなくて、それが、その地域に期待

しているという項目が増えたんだけれども、クロス集計であまり有意な項目が上がらなか

ったっていうところに繋がってくるかなと思います。やはりこういった低年齢化してきて

いる、あえいでいる、孤立にすごく苦しんでいる親御さんっていうのは、とても余裕がな

くて、何かこう、そもそも具体的にこういった支援があるというところまでたどり着けて

いない。そして、具体的にこうしてほしいというその要求すらもできていないというの

が、今回のクロス集計で具体的に何もあがらなかったというポイントと、地域に対する不

満というよりも、孤立全般の項目のポイントが高かったということが、資料の 15 ページ

の結果に繋がってきたのかなという風に思います。できたらこのように疲弊していて、プ

ラスアルファで何かを調べるということがなかなかできない親御さんにも何かアプローチ

できればいいなという風には感じました。 コメントです。 

 

会長 

他、いかがでしょうか。 

私の方からも 1 点質問というか確認になるんですけれども、先ほど委員の方が指摘され

ていた子育て支援等の環境が良くないというところは大幅に増えているっていうところ

で、今回このクロス集計として私たちの手元に出ているのは、子育てに関して日頃悩んで

いることとのクロス集計が出ているんですけれども、その他の、例えば地域子育て支援事

業の利用状況であったりとか、そういったところとのクロス集計っていうのは今回はされ

ているんですか。それとも、されたんですけれども、有効な回答、有意差みたいなものが

見られなかったということでしょうか。 

 日頃の悩みだけではなくて、実際子育て支援等の環境は良くないという回答していらっ

しゃる方が、例えば和歌山市の子育て支援事業とかをどのくらい利用しているか、そうい

ったことなんかもこのニーズ調査等からある程度明らかにできることなんじゃないのかな

という風に思います。 

 

事務局 

はい。それにつきまして、お答えさせていただきます。 
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結論から申しますと、一通りクロス集計の結果を見させてもらいましたので、どれくら

いのものがあったかというものは出すことは可能なのですが、今データを開いたところで

すので、お答えするまで少々おまちください。 

今回、このクロス集計の結果を載せさせていただいたのは、 小学生と就学前児童で同

じような傾向があって、同じような項目で比較ができるっていうところが今回の「子育て

に関して今悩んでいること」であったので、そこを載せさせていただいたというところに

なります。 

先ほどの地域子育て支援拠点施設の利用状況についてですが、データを確認しますの

で、もう少々お待ちください。 

 

委員 

すみません、1 点だけ。学校に行けない子供さんのことを登校拒否という表現されてい

るんですけど、これは和歌山市の方で決まった表現なんでしょうか。拒否という表現にな

ると、 子供さんが積極的に学校を行かないことを選択しているイメージなんですけれど

も、ほとんどの子供さんがやっぱり行けないことにすごく苦しんでらっしゃる。でも、そ

のことに対して周りからのなかなか理解が進まない、最近の若い子は怠けているというよ

うに思われる。できれば不登校という、行きたいけども、行けないという表現の方が望ま

しいのではないだろうかと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

 

子育て支援課 

今委員にご指摘いただきました 12 ページ、17 ページの箇所につきましては、 今日ご指

摘いただいた点も踏まえて、修正等も当然かけてさせていただくことができますので、不

登校という表現の方に修正していくよう検討したいと思います。 

 

会長 

そのほか、いかがでしょうか。 

それでは、ないようでしたら、これで区切らせていただきます。今回時間が限られてお

ります。先ほど、課長から言われていましたように、資料が膨大になりますので、また改

めて皆様には見ていただいて、意見書を使って事務局の方にご意見等送ってもらえればと

思います。 

では、議題の 2 のニーズ調査につきましては、以上で閉じさせていただければと思いま

す。 

 

それでは、 次の議題になりますけれども、議題の 3、和歌山市子供の生活実態調査の結

果報告について事務局から説明をお願いいたします。 
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【事務局から「和歌山市子供の生活実態調査の結果報告について」について説明】 

 

会長 

はい、説明ありがとうございました。 それでは、先ほどと同じようにご質問あるいは

ご意見を聞かせてもらえればと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

委員 

自分の方からちょっと専門的な話をさせていただくと、今、小児期の逆境体験というも

のが将来的な孤立や抑うつのリスクを高めるという風に言われていて、そのカウンターと

なるもので positive child experience ポジティブな小児期体験というものがあります。今

回調べていただいた中で、例えば所得が平均値以下の方は、お母さんには多少喋れている

んだけれども、お父さんに話せている子が 4 分の 1 以下、まして他の大人に関しては 10％

から 20％とか、ほとんど誰にも相談できていない子供たちの姿が浮き彫りになったと思い

ます。僕自身は、やはりこれから先どんどん大人に対しても声を出していっていいんだっ

ていう直感を子供たちに抱いてもらえたらっていうことを大きな方針という風に考えてい

ます。 

 ただ、今回、資料 3 の内部の話になるんで、皆さんちょっと共有が難しいかもしれない

んですけれども、1 番驚いたのが、親御さんのニーズとしては、例えば大学生の方に無料

で授業を教えていただくとか、なんでも相談室みたいなところがほしいという意見に対し

て 7 割以上の人が肯定的です。大人は、子供達にとって頼れる大人がいる場所っていうの

を求めている、そのニーズは高いというのが明らかになったんですけれども、子供の方は

全然ピンときていなくって、大学生に教えてもらうっていうのに肯定的な意見を持ってい

る人っていうのが逆に 3 割程度で、約 7 割の人が分からないか、全く必要性を感じないと

考えているという、親御さんの意見と真逆の状況というのが今回の資料 3 で明らかになり

ました。ですので、子供たちに、相談することの大事さとか、親みたいに腹割って話せる

相談者を持つことの大事さみたいなものを分かってもらうのは、やっぱり子供にとってな

かなか難しいんだなっていうことを感じました。 

そこで、今後子供たちに相談場所を持っていただく、子供たち目線でその必要性を感じ

ていただくっていうところに関して、何か今後の方針などがあれば教えていただきたいな

と思います。 

 

子育て支援課 

今委員の方からおっしゃっていただきました部分につきまして、子供さん自身の意見を

もっと聞くということの有用性を私どもも第一に考えております。 

 あとは、お母さんが子供を塾に通わせたい、大学生に教えてもらいたいと考えていて

も、子供側がそれを受入れられないっていうところに関して、和歌山市でも子供さんの居
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場所というものの重要性について、今年度は特に重点的に検討していくというところで

す。これにつきましては、皆様方のご意見を聞きながら、どういった形で進めていったら

いいかということを市の内部で検討を進めていきたいと考えております。以上です。 

 

教育委員会 

教育委員会です。子供たち、特に学生の子供たちは、学校で過ごす時間がかなり長くな

りますので、子供たちが学校の中で相談できる場所をどう作っていくかっていうことにつ

いて色々対策をしています。 

まず小中学校では、担任が 1 番身近な存在になるとは思うんですけども、今多様な子供

たちがいるということもあって、例えばスクールカウンセラーであったりとかソーシャル

ワーカーでの対応が必要であると思います。こうした対応の必要性に関係して、6 月の議

会でスペシャルサポートルームについても話し合いが行われ、それぞれの子供たちにとっ

て、行きやすい場所を提供する、様々な対応ができる体制について取り組んでいるところ

です。 

 

委員 

今回は県からの調査ということで、全ての方から抽出したうちの半分っていうことだっ

たと思うんですけど、前の調査は、抽出しているのは市民全体の何パーセントかというこ

と、ここもニーズ調査と合わせて見ることできるんですけども、市民全体の何パーセント

の人が回答されていてこういう結果になっているのかをご回答お願いします。 

今回の県の調査は 100%対象に実施して、50%返ってきている。１の調査は、実際何人の

方の意見なのか、市民の方の何パーセントの意見なのか、また全体のうちの何パーセント

の小中高生の意見なのかということを知りたいです。 

 

委員 

たぶん今ここで答えられないとは思うんですけども、県の方は小学５年生・中学２年生

のいる世帯全体ということで確認取れましたが、市の方は抽出が無作為で、実際どのくら

いの人数の小学校５年生、中学校２年生が答えられているか分かりません。 

質問の意図としては、和歌山市の小学 5 年生と中学 2 年生の回答者の総人数が知りたい

ということだと思います。 

 

事務局 

実態調査では、市内在住の小学校 5 年生、中学校２年生全てを対象に調査しておりま

す。その数が 6,397 配布して、3,772 返ってきたということです。 
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ニーズ調査に関しては、和歌山市の小学生、中学生、高校生全てではないです。全体の

うちの半数少しで、各学校で 1 クラスずつ地域性を鑑みてピックアップして調査対象とさ

せていただいており、その合計数が 1,112 となっております。 

 

教育委員会 

生活実態調査に関して、県が実施したものですけども、そのうち和歌山市在住の小学５

年生のいる世帯 3,046 に配布して、2,095 回収、中学２年生のいる世帯 3,351 に配布し

て、1,677 回収というようになっております。これらの配布数を鑑みますと、これは和歌

山市在住の全ての小学 5 年生と中学 2 年生に配布されているものと考えられます。 

 

会長 

実態調査の方で、小学校 5 年生で 3,046 件、全ての子供たちに配布していて、中学校 2

年生の方に 3,351 件配布していますので、単純計算で大よそでいくと、小学校の場合だと

3,000×6、6 学年で 18,000～20,000 人ぐらい。中学校の場合だと、3,351 件×3 に大体数

値的にはなるになるのかなと思いますので、18,000 と 10,000 で 28,000～30,000 くらい

が、和歌山市の小中学生の総人数になるのかなと思います。 

 

委員 

和歌山市のニーズ調査の総数を聞いているので、県の実態調査のことは一旦置いといて

もらってもいいでしょうか。 

資料の 1 の小学生・中学生・高校生の配布総数は、抽出して 1,112 件となっていますけど

も、その全体の数字はいくらになりますか。 

 

委員 

すみません、これは非常に時間もかかると思いますので、後ほど整理したものを委員さ

んに配布願えたらと思いますが、いかがでしょうか。 

 

事務局 

はい。具体的な数字につきましては、また後日配布させていただけたらと思います。 

 

会長 

時間も押しておりますけれども、その他ございますでしょうか。 
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事務局 

すみません。先ほどのひとつ前のご審議の中で、子育て環境が良くないと回答したうち

の、子育て支援事業の利用状況についてですが、数字がでましたので、ご報告させていた

だきます。 

子育て環境が良くないと回答した人のうち、子育て支援事業を利用している人は 50%、

利用していない人もまた 50%。 

子育て環境が良いと回答しなかった人のうち、子育て支援事業を利用している人は 4

6％、利用していない人は 55.1％というような結果となりました。 

 

会長 

はい。それでは、他ございますでしょうか。 

元の議題に戻りたいと思いますけれども、他によろしいでしょうか。 

 

私の方から 1 点だけ意見として申し上げておきたいことがあります。 

生活実態調査のところで、133 ページと 134 ページ、小学校 5 年生と中学校 2 年生の平日

の放課後、あるいは休日の居場所についての回答が出ていると思うんですけれども、利用

したことがあるとか、あれば利用したいと思うというニーズっていうのは非常に高いのか

なというように思います。 

 

ページ番号がない冊子の方がいらっしゃるんですね。 

 

委員 

同じ委員の中でもちゃんとページ番号がある冊子を配布されている人とそうでない人が

あるのはどうなんですか。これで審議してくださいと言われてもできることがないです。 

いくらページ数がある人が聞いたとしても、ない人はついていきたくてもついていけな

い。きちんとした資料配布してから、また今度して。 

 

会長 

それでは、ページ数のことにつきましては、また後日きちんとしたものを配布していた

だくということで、私の方から、生活実態調査での子供たちのニーズについて意見があり

ます。 

平日の放課後に夜までいることができる場所、休日にいることができる場所ということ

に関して、利用したことがあるとか、利用していないけれども利用したいという風に思う

子供たちのニーズは、数値として比較的高く出ている調査もあるのかなと思います。 
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ただ一方で、子供たちが実際にそういった居場所を利用しているという数値は低い状態

ですので、そういった居場所の充実について今後考えていく予定ということでしたので、

その辺りのところを是非進めていってもらえればと思います。 

 

それでは、以上を持ちまして、議題の３の生活実態調査の結果報告は終わらせていただ

きたいと思います。  

 では、次の議題に移りますけれども、議題の 4 の子ども・子育て支援事業計画の見直し

についてということで、事務局から説明をお願いします。 

 

【事務局から「子ども・子育て支援事業計画の見直しについて」説明】 

 

会長 

資料 4 の説明、ありがとうございました。 

それでは、何かご質問、ご意見等ありましたらよろしくお願いいたします。 

 

委員 

質問に関しましては、意見書へ書かせていただいて、進めていただいたらどうかと思い

ます。よろしくお願いします。 

 

会長 

いかがでしょうか。資料 4 につきましては、こども大綱やこども基本法が定められて、

それに基づいての新たな計画を少子化対策を含めて行うというような内容であったと思い

ます。もしご意見等ございましたら、意見書を使って事務局に寄せていただければと思い

ます。 
 

では、 議題は一応以上になりますけれども、その他議題として事務局から何かござい

ますでしょうか。 

 

 

事務局 

はい、事務局から 1 点ございます。最後に、和歌山市こども計画策定スケジュールにつ

いてご説明させていただきたいと思っております。  

本年度３月までの計画策定にあたりまして、合計で５回の会議を予定しております。 

本日７月の第１回目の会議で実態調査・ニーズ調査のご報告をさせていただきました。 

第２回は８月 23 日午前 10 時から予定しておりまして、現行計画の進捗状況の報告、計

画骨子案をお示ししまして、ご検討いただきたいと考えております。 
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第３回は 10 月頃に開催を予定しております。計画の素案の検討と各ニーズ量の検討を

いただきます。また、全体の会議後、各部会に分かれて議論を行いたいと考えています。 

第４回は 12 月頃に開催を予定しております。第３回でご検討いただきました内容を踏

まえた修正稿の確認。パブリックコメントを第４回の会議後に予定しておりますので、パ

ブリックコメント前の資料ということで、皆様のご意見を賜りたいと思っております。 

最後の第５回目は令和７年２月に開催を予定しております。パブリックコメントの結果

を反映した、計画案ということで、皆様のご意見を頂き、承認をいただく予定としており

ます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

会長 

ありがとうございました。今後のスケジュールということで、8 月、10 月、12 月、2 月

に一応会議の予定をしております。  

 次回は 8 月 23 日になるんですけれども、特に実態調査につきましてはページ等が入っ

ていなかったので、きちんと議論ができなかった部分もあるかと思います。その点に関し

ましては、委員の皆様から意見書を出していただいて、それらの確認等を次回の会議の始

めに入れていただければと思います。スケジュールにつきまして、何かご意見、ご質問ご

ざいますでしょうか。 

ないようでしたら、以上で資料 5 のスケジュールについての議題を終わらせていただき

たいと思います。  

 

それでは、これをもちまして令和 6 年度第 1 回和歌山市子ども・子育て会議の議事につ 

いては終了ということになります。委員の皆様、資料の問題がありましたけれども、参

加、そしてご協力いただきましてありがとうございました。では、事務局の方にお返しい

たします。 

 

福祉局長 

皆様、本日はどうもありがとうございました。 

それと、先ほどご指摘いただきましたように、 本当にお忙しい中ご出席いただいたにも

関わらず、資料の件でご迷惑おかけしまして申し訳ございませんでした。 

会長からもおっしゃっていただいたように、資料の方、きちっとしたものを送付させて

いただきますので、また意見書の方でご意見いただければと思います。本日は大変申し訳

ございませんでした。  

 本当に貴重なお時間いただいた中でこういう結果になってしまいまして、今後このよう

なことないよう気をつけて進めたいと思いますので、またよろしくお願いいたします。 
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司会 

おかげさまを持ちまして議事は全て終了いたしました。二宮会長におかれましては、長

時間にわたり議長をおつとめいただきありがとうございました。  

 また、委員の皆様、ありがとうございました。  

 次回の子ども・子育て会議につきましては、先ほどご説明させていただいた通り、8 月

23 日金曜日午前 10 時よりこちらの会場で開催する予定となっております。 

 

議題につきましては、現行計画の進捗状況の報告、計画の骨子案の検討を予定していま

すので、追ってご連絡させていただきます。  

 以上をもちまして令和 6 年度第 1 回和歌山市子ども・子育て会議を閉会させていただき

ます。本日はありがとうございました。 

 

 


